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１） 誰がＯＤＡ記事を書くのか 
・ 外務省の霞記者クラブの所属記者 
・ 政治部、経済部、外報部、社会部 
――ＯＤＡの切り口は時代、部によって変わる 
――ＯＤＡは総合学か、すき間産業か 

 
２） ＯＤＡ報道の切り口 

① ＯＤＡをめぐる疑惑の構造 
ａ）途上国政権との癒着、資金環流 

韓国、インドネシア、フィリピン絡みで国会追及 
ｂ）日本企業のたかり構造 

    商社、ゼネコン批判、贈収賄事件―――８０～９０年代がピーク 
 
② 無駄遣い批判 
 ハコもの中心の無償援助―――ＯＤＡ批判の定番 

 
③ 開発ＮＧＯ、民間との連携 
  「官」中心のＯＤＡの変革、９０年代後半から関心高まる 
 
④ 市場経済、グローバル化への後押し 
  日本型援助の推進―――ベトナムなど 
 
⑤ 「戦略援助」への転換 

ａ）ＯＤＡ大綱の規範性―――インド、中国の核実験、ミャンマー軍事政権など 
ｂ）外交手段としての援助 
・ 米国の世界戦略への協力 
・ 日本独自の外交推進のために―――常任理事国入り問題 
 

⑥ 紛争と開発、人間の安全保障 
深刻化する貧困、人道支援 

      
３） 今後の課題 

① ＯＤＡを、どう日々の報道に位置づけるのか 
援助と貿易投資、ＰＫＯや移民政策など総合的な政策評価 
「ＯＤＡ」という用語の妥当性。会計概念では？ 

 
② 官邸、各官庁、新ＪＩＣＡをどうカバーするのか 

関心ある記者だけでいいのか？ 
 

③ ＮＧＯと「広報体制」 
  厳しい記事チェック、社会全体の支援制度の必要性 
 

④ 途上国現地の援助の実態をどう報道するのか 


